
議会だより議会だより 第第１９7１９7号号
令和５年9月１日令和５年9月１日

宮ケ瀬ダム：「貯水」だけでなく「再生可能エネルギー」をも産み出す

村の花　ミツバツツジ

取り組もう！SDGｓ７番「 エネルギーをみんなに そしてクリーンに 」
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■第４回議会報告会のお知らせ、要望書提出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑩

６月定例会

清川村議会HP

水と緑の心の源流郷



６月６日から16日までの11日間を会期として開かれました
６月定例会では、３議員からの一般質問および条例改正５件、補正予算１件、人事案件９

件をいずれも原案のとおり可決および同意しました。

議 案 審 議 の 結 果
提 出 議決日 件　　　　名

審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長 6月16日

清川村村税条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村特定教育 ・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村教育 ・保育給付に係る利用者負担額に関する条例の一部を改
正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村一般会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 月 定 例 会
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提 出 議決日 件　　　　名
審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長 6月16日

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※細野洋一議長は、採決に加わりません。　〇は賛成　●は反対

議会では、傍聴された皆さまのご意見・ご感想を
お待ちしております。お気軽にお寄せください。

傍聴に
おいでよ！
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条　

例　

改　

正

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
る
条

例
の
一
部
改
正

【
清
川
村
村
税
条
例
の
一

部
を
改
正
】

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
新
た

な
車
両
区
分
と
し
て
「
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
」
が

定
義
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法

の
施
行
に
よ
る
条
例
の
一

部
改
正

【
清
川
村
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
】

【
清
川
村
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
】

【
清
川
村
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
】

【
清
川
村
教
育
・
保
育
給

付
に
係
る
利
用
者
負
担

額
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
】

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
関
係
省
庁
か
ら
子
ど

も
家
庭
庁
に
所
掌
事
務
が
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

関
係
法
令
の
規
定
が
整
理
さ

れ
、
条
項
の
ず
れ
な
ど
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
５
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計（
第
１
号
）

既
定
の
予
算
額
に
４
２
１

７
万
４
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
26
億
７
６
２
４
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
の
内
容
は
、
歳

出
で
は
、
法
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
構
築
さ
れ
る
戸
籍
の

附
票
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

伴
う
増
額
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
低
所
得
世
帯

支
援
の
た
め
の
低
所
得
世
帯

支
援
給
付
金
給
付
事
業
、
食

料
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
家
計
が
悪
化
し
て

い
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

支
援
の
た
め
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種
と
な
る
秋
開

始
接
種
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
に
係
る
村
民
お
よ
び
事
業

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
の
地
域
経
済
応
援
対
策
等

商
品
券
発
行
事
業（
第
５
弾
）

の
た
め
の
増
額
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
歳
入
は
、
国
庫
支

出
金
な
ど
の
増
額
で
、
国
庫

支
出
金
の
内
訳
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
、

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
低
所

得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事

業
、
低
所
得
者
の
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
等
施

策
を
実
施
す
る
た
め
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

す
。

議会や議会だよりに対する皆さまの声をお聞かせください。

　議会では、開かれた議会づくりに取り組んでいます。また、議会だよりでは、より一層分か
りやすく親しみやすい紙面づくりを目指していきます。
　皆さまのご感想やご意見・ご要望など、お気軽にお寄せください。

【あて先】 �〒243-0195	
愛甲郡清川村煤ヶ谷2216番地　清川村議会事務局

【ＦＡＸ 】 046-288-1767　
【メール】 kiyokawagikai@town.kiyokawa.kanagawa.jp
または、お近くの村議会議員までお願いします。

200

150

100

50
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人　

事　

案　

件

教
育
委
員
会
教
育
長
に

山
田 
一
夫
氏

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、
山
田
一
夫
氏
の
任
命
を

同
意
し
ま
し
た
。

山
田
氏
は
下
原
在
住
で
あ

り
、
今
回
で
３
期
目
と
な
り

ま
す
。

全
員
賛
成
で
同
意

農
業
委
員
会
委
員
に

永
島　

 

修
氏

守
屋　

 

力
氏

山
口 

昌
興
氏

平
野 
亮
二
氏

山
田 
弘
文
氏

山
口 

健
也
氏

細
野 

友
美
氏

岩
澤　

 

洋
氏

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

８
人
の
任
命
を
同
意
し
ま
し

た
。永

島
修
氏
は
、
厚
木
市
在

住
で
、
今
回
が
１
期
目
と
な

り
ま
す
。

守
屋
力
氏
は
、
宮
野
在
住

で
、
今
回
が
２
期
目
と
な
り

ま
す
。

山
口
昌
興
氏
は
、
中
里
在

住
で
、
今
回
が
５
期
目
と
な

り
ま
す
。

平
野
亮
二
氏
は
、
厚
木
市

在
住
で
、
今
回
が
２
期
目
と

な
り
ま
す
。

山
田
弘
文
氏
は
、
宮
野
在

住
で
、
今
回
が
３
期
目
と
な

り
ま
す
。

山
口
健
也
氏
は
、
法
論
堂

在
住
で
、
今
回
が
５
期
目
と

な
り
ま
す
。

細
野
友
美
氏
は
、
金
翅
沖

在
住
で
、
今
回
が
２
期
目
と

な
り
ま
す
。

岩
澤
洋
氏
は
、
谷
太
郎
在

住
で
、
今
回
が
２
期
目
と
な

り
ま
す
。

各
案
件
と
も
全
員
賛
成
で
同
意

【教育委員会教育長とは】
教育長は、議会の同意を得て地方公共団

体の長が直接任命し、教育委員の任期は４
年ですが、教育長の任期は３年となります。
また、教育委員会は教育長と４人の教育委
員で構成された合議制の執行機関で、教育
長は教育委員会の会務を総理し、教育委員
会を代表します。

【農業委員会とは】
市町村長が議会の同意を得て任命した「農業委

員」で組織され、農地等の利用の最適化（担い手へ
の農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進 ）の推進のほか、農地法に
基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用案件への
意見具申など、農地に関する事務を執行する行政委
員会として、市町村に設置されます。（任期は３年）

議員や市町村長は、公職選挙法により選挙区内で 
次の行為は厳禁です！

● 地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差入れ
● お祭りへの寄付や差入れ
● お見舞い、お中元、お歳暮、お年賀
● 年賀状など時候のあいさつ状（自筆の答礼を除く）
● 本人出席以外の香典、結婚祝い　など

また、住民の皆さまが議員に寄付を求めることも禁止ですので、
趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。
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６月定例会では３人の議員が７項目の一般質問を行いました。
ページ 質問者 質問事項

５ 藤 田 義 友 ①運動公園の活用について
②花いっぱい運動の推進について

６ 小 林 大 介

①�宮ケ瀬湖での釣りや湖畔園地でのキャンプ等、宮ケ瀬エリアにおけ
る規制緩和について

②�宮ケ瀬小中学校の存続と将来的な清川村の小中学校 ・幼稚園のあ
り方について

③�夏季休業中の子どもたちの居場所として村内公共施設を活用するこ
とについて

７ 落 合 美 和 ①村道の整備方針・維持管理計画について
②地域サロン活動等「通いの場」の活性化に向けた村の支援方針

※一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、村長をはじめとする執行機関に対して質問することです。
　ここでは、質問者がまとめた原稿をもとに、その内容を掲載しています。

 3人の議員が 3人の議員が

村政を問う村政を問う

一 質般 問
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多
目
的
広
場
に
設
置
し
て

あ
る
水
車
を
復
活
さ
せ
、
清

川
村
の
魅
力
向
上
な
ど
が
図

れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

①
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
動
力
を
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

②
道
路
脇
の
水
路
を
流
れ
て

い
る
湧
き
水
を
利
用
し
て
、

自
然
豊
か
な
美
し
い
場
所
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村

長

①
水
車
の
動
力
で

す
が
、
現
在
は
、
水
車
小
屋

周
り
の
堀
の
水
を
動
力
に
て

水
中
ポ
ン
プ
で
循
環
さ
せ
稼

働
す
る
仕
組
み
で
、
水
中
ポ

ン
プ
は
小
型
の
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、
電
力
消
費
量
は

低
く
、
１
日
８
時
間
稼
働
さ

せ
て
も
、
電
気
代
は
70
円
程

度
と
試
算
し
て
い
ま
す
が
、

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し

動
力
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
、

発
電
設
備
と
し
て
太
陽
光
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
の
設
置
が
必

要
で
す
。

こ
の
水
車
を
稼
働
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
太
陽
光
発
電

設
備
は
、
新
た
に
１
３
０
万

円
程
度
の
設
置
費
が
必
要
で

あ
る
こ
と
や
水
車
本
体
に
つ

い
て
も
老
朽
化
に
よ
る
破
損

箇
所
が
見
ら
れ
、
改
修
が
必

要
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な

ど
環
境
負
荷
軽
減
が
図
ら
れ

る
と
い
う
効
果
に
期
待
も
で

き
る
の
で
、
総
合
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
こ
の
水
路
は
、
急
傾
斜
地

の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
路

を
水
と
親
し
め
る
場
所
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
は
、
安
全

面
か
ら
も
大
変
難
し
い
も
の

と
思
い
ま
す
が
、
運
動
公
園

の
東
側
を
流
れ
る
小
鮎
川
の

右
岸
の
一
部
を
県
が
階
段
を

設
け
、
水
と
親
し
め
る
場
所

と
し
て
整
備
し
て
い
る
の
で
、

来
村
者
の
憩
い
の
場
所
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
運
動
公

園
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
力
を
上
げ
る 

　
　
　
　
　
方
策
の一つ
と
し
て
考
え
て
い
る

村
で
は
、
以
前
、
煤
ケ
谷

地
域
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
、
住
民
や
観
光
客
に
安
ら

ぎ
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
煤
ケ
谷
花
の
里
づ
く

り
事
業
」
を
実
施
さ
れ
た
が

残
念
な
が
ら
現
在
は
行
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
村
内
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
村
道

沿
い
や
空
地
な
ど
、
村
民
の

方
に
花
を
植
え
て
い
た
だ
き
、

そ
の
費
用
に
対
し
て
助
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

村

長

煤
ケ
谷
花
の
里
づ

く
り
事
業
は
平
成
15
年
３
月

の「
煤
ケ
谷
花
の
里
づ
く
り
」

整
備
構
想
策
定
調
査
を
経
て
、

本
村
特
有
の
豊
富
な
自
然
を

背
景
に
、
都
市
・
農
村
交
流

の
促
進
、
産
業
振
興
、
休
耕

地
の
利
活
用
、
そ
し
て
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
な
ど
に
よ

る
煤
ケ
谷
地
区
の
活
性
化
と

地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
始
し
た
事
業
で
、
四

季
を
通
じ
て
花
を
咲
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
煤
ケ
谷

地
区
の
良
好
な
景
観
が
整
備

さ
れ
、
村
民
や
観
光
客
に
癒

し
や
安
ら
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
の

場
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
、
事

業
協
力
者
の
高
齢
化
や
休
耕

地
の
利
活
用
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
参
加
団
体
が
徐
々
に

減
少
し
、
残
念
な
こ
と
に
平

成
29
年
度
を
も
っ
て
煤
ケ
谷

花
の
里
づ
く
り
事
業
は
終
了

と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
生
活
環
境
や
価
値

観
の
多
様
化
に
加
え
、
こ
こ

３
年
以
上
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

に
伴
う
日
常
の
活
動
制
限
な

ど
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
、
大
変
危
惧
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
も
花
の
植
栽
に

よ
る
観
光
事
業
な
ど
は
数
多

く
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に

つ
い
て
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
力
を
上
げ
る
方
策
の
一

つ
と
し
て
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
促
進
事
業
補
助

金
」
の
活
用
な
ど
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤　

田　

宮
ケ
瀬
の
森
林
エ

リ
ア
へ
の
花
木
植
栽
も
含
め

た
、
全
村
的
な
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

村

長

宮
ケ
瀬
水
の
郷
周

辺
地
域
も
含
め
、
森
林
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
担
当
課
と

構
想
を
組
み
な
が
ら
、
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

藤田 義友 議員

運動公園の活用について
（多目的広場の水車の復活は）
ＣＯ２削減などの環境負荷軽減を考え
訪れる方の憩いの場所となるよう努める

運動公園「八幡の水車」

7

一
般
質
問



出
生
数
の
低
下
か
ら
、
村

立
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
小

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
中
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
①
宮
ケ
瀬
小
中
学
校
の

緑
小
中
学
校
へ
の
統
合
②
年

少
人
口
の
将
来
的
な
見
通
し

③
極
小
規
模
校
化
を
想
定
し

た
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
あ

り
方
④
近
隣
自
治
体
と
の
幼

稚
園
や
小
中
学
校
に
お
け
る

広
域
連
携

村

長

①
一
貫
校
を
新
設

す
る
と
の
方
針
決
定
を
し
て

お
り
、
保
護
者
や
住
民
の
皆

さ
ま
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

は
統
合
と
い
う
考
え
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。

②
令
和
５
年
４
月
の
村
全
体

の
小
学
生
は
１
１
３
人
、
中

学
生
は
59
人
で
す
。
令
和
11

年
度
に
は
、
小
学
生
は
79
人

で
約
30
％
の
減
少
、
中
学
生

は
55
人
で
約
７
％
減
少
し
ま

す
。

③
令
和
11
年
度
の
時
点
で
は

極
小
規
模
化
は
し
て
い
な
い

予
測
で
あ
り
、
現
段
階
で
は

極
小
規
模
化
を
想
定
し
た
小

学
校
、
幼
稚
園
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

④
消
防
と
同
じ
よ
う
に
近
隣

自
治
体
と
の
教
育
委
員
会
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
実
例

も
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
は

収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小　

林　

統
合
に
つ
い
て
当

事
者
で
あ
る
宮
ケ
瀬
の
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
声
は
。

学
校
教
育
課
長　
児
童
生
徒

数
の
減
少
に
伴
い
、
保
護
者

や
児
童
生
徒
さ
ん
か
ら
も
不

安
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

５
月
に
宮
ケ
瀬
小
中
学
校
の

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
懇
談
会

を
開
催
し
、
心
配
ご
と
や
不

安
な
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

今
後
ご
意
見
を
整
理
し
て
方

針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小　

林　

人
数
と
い
う
観
点

に
お
い
て
望
ま
し
い
教
育
環

境
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

理
想
的
な
集
団
と

い
う
と
、
何
ク
ラ
ス
も
あ
っ

て
、
切
磋
琢
磨
す
る
と
い
う

の
が
一
番
い
い
わ
け
で
す
が
、

宮
ケ
瀬
小
中
学
校
を
考
え
る

と
、
社
会
性
の
部
分
で
は
非

常
に
厳
し
い
で
す
。

清
川
村
に
は
児
童
館
が
な

い
た
め
、
雨
天
時
や
猛
暑
日

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
場
所
が
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
夏
休
み
中
は
、

家
の
中
に
こ
も
り
が
ち
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
健
康
と
居
場
所
づ
く
り

の
た
め
、
村
内
公
共
施
設
を

子
ど
も
た
ち
に
開
放
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

村

長

図
書
館
や
児
童
の

部
屋
、
談
話
コ
ー
ナ
ー
、
運

動
公
園
の
野
球
場
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
共
稼
ぎ
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
の

も
一
つ
の
手
段
か
と
思
い
ま

す
。せ

せ
ら
ぎ
館
み
ど
り
ホ
ー

ル
の
開
放
に
は
ニ
ー
ズ
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
夏
季
休
業
中
に
は

青
龍
祭
の
準
備
や
本
祭
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
施
設
利

用
頻
度
は
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
見

守
り
な
ど
の
人
的
配
置
も
必

要
で
あ
り
、
大
変
厳
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

村
の
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
は
私
の
大
き
な
願

い
で
す
の
で
、
保
護
者
の
責

任
下
で
使
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
前
向
き
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

夏
季
休
業
期
間
中
も
平
時

で
も
、
家
族
と
の
触
れ
合
い

が
と
て
も
大
切
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
家
族
の
中
で
健
や

か
に
育
っ
て
い
く
。
そ
れ
を

地
域
が
一
緒
に
守
っ
て
い
く

と
い
う
連
携
が
取
れ
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小林 大介 議員

宮
ケ
瀬
湖
で
の
釣
り
や
湖

畔
園
地
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

宮
ケ
瀬
エ
リ
ア
に
お
け
る
規

制
緩
和
に
つ
い
て
、
国
や
県

に
対
し
て
の
働
き
か
け
は
。

村

長

県
に
対
し
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
き
た
他
、
国

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

打
合
せ
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま

す
。湖

畔
園
地
の
利
用
に
つ
い

て
も
、
地
域
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
時

代
に
合
っ
た
規
制
の
見
直
し

な
ど
の
取
組
み
も
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

宮ケ瀬湖での釣りや
湖畔園地でのキャンプ等、
宮ケ瀬エリアにおける
規制緩和について
新たな時代に合った規制の見直しが必要

宮ケ瀬小中学校の存続と
将来的な清川村の小中学校・
幼稚園のあり方について
現時点では統合という考えは持っていない

夏季休業中の子どもたちの
居場所として村内公共施設
を活用することについて
図書館や運動公園の活用をお願したい
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村
道
の
点
検
・
維
持
管
理

は
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保

と
道
路
施
設
の
機
能
確
保
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
利
用

者
で
あ
る
村
民
の
方
々
の
交

通
利
便
、
交
通
安
全
、
さ
ら

に
は
豪
雨
時
の
水
防
防
災
と

い
っ
た
こ
と
に
非
常
に
有
用

と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で

①
村
の
み
ち
づ
く
り
計
画
に

記
載
の
な
い
村
道
の
整
備
・

維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て
、

対
象
路
線
の
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
状
況
、
そ
の
際
に
修

理
が
必
要
な
箇
所
が
見
つ

か
っ
た
場
合
の
対
応
状
況
。　

②
半
期
に
一
度
行
わ
れ
て
い

る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の

方
々
が
対
応
困
難
な
清
掃
箇

所
、
具
体
的
に
は
側
溝
と
道

路
の
間
の
雑
草
除
去
、
側
溝

の
汚
泥
除
去
な
ど
に
つ
い
て
、

村
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
状
況
。

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村

長

①
村
の
対
応
と
し

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
職
員

に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

毎
月
１
回
実
施
し
、
道
路
路

面
状
態
、
道
路
管
理
施
設
の

状
態
に
関
し
て
も
確
認
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
修
理
の
必

要
な
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
際

に
は
村
職
員
に
よ
る
直
接
施

工
・
ま
た
は
業
者
依
頼
に
よ

る
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
村
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
村
が
な
か
な
か

清
掃
で
き
な
い
よ
う
な
場
所

を
地
域
に
お
住
い
の
方
々
に

自
主
的
に
清
掃
し
て
い
た
だ

き
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
す
。
村
民
の

方
々
で
対
応
困
難
な
箇
所
に

つ
い
て
、
村
民
の
方
々
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
職
員
に
よ

る
対
応
又
は
業
務
委
託
で
の

対
応
を
致
し
ま
す
の
で
遠
慮

な
く
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

落　

合　

村
民
の
方
々
か
ら

連
絡
が
あ
り
整
備
・
修
繕
し

た
実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
村
民
の

方
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
修
理

実
績
数
の
把
握
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
令
和
４
年
度
の

修
繕
実
績
と
い
た
し
ま
し
て

25
路
線
、
42
カ
所
の
修
繕
を

行
っ
て
お
り
、
内
訳
は
舗
装

穴
埋
め
、
草
刈
、
道
路
照
明

の
修
繕
な
ど
で
す
。

地
域
サ
ロ
ン
活
動
と「
通
い
の
場
」の

活
性
化
に
向
け
た
村
の
支
援
方
針
は

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
中
心
に 

　
　
高
齢
者
の
方
へ々の
周
知
を
図
って
い
き
ま
す
。

地
域
サ
ロ
ン
活
動
は
地
域

で
の
見
守
り
、
支
え
合
い
活

動
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
生
き
が
い
・
仲
間
の

輪
を
広
げ
る
場
と
な
る
こ
と

か
ら
、
介
護
予
防
の
観
点
か

ら
も
大
切
な
活
動
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化

比
率
が
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
本
村
で
は
「
高
齢
者
が

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
生
き
が
い
対
策
、
福
祉
対

策
」
を
清
川
村
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域

サ
ロ
ン
活
動
に
対
す
る
積
極

的
な
支
援
の
考
え
方
、
具
体

的
に
は
活
動
に
対
す
る
費
用

の
援
助
・
補
助
な
ど
の
考
え
、

サ
ロ
ン
活
動
の
周
知
方
法
お

よ
び
参
加
率
向
上
の
支
援
策

な
ど
、
村
民
の
方
々
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
施
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

村

長

本
村
の
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
に
伴
い
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
は
急
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘

の
地
域
サ
ロ
ン
活
動
は
村
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
、

地
域
の
通
い
の
場
、
見
守
り

支
援
の
一
環
と
し
て
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
中
心

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
自

主
的
な
活
動
を
目
指
す
も
の

で
す
。
村
の
地
域
サ
ロ
ン
活

動
に
対
す
る
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
サ
ロ
ン
活
動
を
立

ち
上
げ
る
際
に
金
銭
的
な
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
活
動

内
容
・
施
設
の
利
用
方
法
な

ど
を
地
域
の
皆
さ
ま
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

サ
ロ
ン
活
動
と
は
別
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い

て
は
最
大
58
万
円
を
助
成
す

る
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

落　

合　

地
域
の
サ
ロ
ン
活

動
の
高
齢
者
の
方
の
参
加
率
、

ま
た
そ
の
数
値
に
対
す
る
村

の
認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長　
本
村
の
サ

ロ
ン
活
動
団
体
は
７
つ
あ
り

ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
方
の
参
加
率
は
11
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
率
の

低
い
要
因
は
サ
ロ
ン
活
動
の

周
知
と
い
っ
た
案
内
が
不
足

し
て
い
る
と
認
識
し
ま
す
の

で
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
中
心
に
包
括
だ
よ

り
、
清
川
村
支
え
合
い
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
公
報
資

料
で
高
齢
者
の
方
に
周
知
で

き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

落合 美和 議員

村道の整備方針・維持管理計画について
みちづくり計画外の村道への対応は
道路パトロールによる点検・修理の実施とともに
村民の方からの連絡による個別対応を実施
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今
年
の
夏
は
、
久
し
ぶ
り
に
各
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
村
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
特
に
宮
ケ
瀬
地
区
で
は
、
子
供

連
れ
の
ご
家
族
や
、
愛
犬
と
一
緒
に
園
地
を
散
策

す
る
方
、
水
の
郷
商
店
街
で
の
食
べ
歩
き
を
楽
し

む
姿
が
目
立
ち
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
第
４
回
議
会
報
告
会
が
10
月
１
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
９
月
議
会
で
審
議
さ
れ
た
令
和
４

年
度
の
決
算
の
説
明
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
方
の
ご

要
望
も
あ
り
、
議
員
個
人
の
活
動
に
つ
い
て
も
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
、
報
告
会
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、

村
民
の
皆
さ
ま
が
求
め
て
い
る
情
報
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
手
探
り
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
、
よ
り

良
い
報
告
会
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
や
要
望
な
ど
、
発
言
し

や
す
い
よ
う
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。（
城
）

次の定例会の予定日は　9月5日から
発行／清川村議会
編集／�議会だより編集委員会�

委 員 長　小林大介�
副委員長　城所英樹�
委　　員　細野賢一�
委　　員　細野洋一�
委　　員　山本雅彦

〒243-0195　神奈川県愛甲郡
� 清川村煤ヶ谷2216番地
TEL .046（ 288 ）1576
FAX .046（ 288 ）1767
【E-mail】kiyokawagikai@
town.kiyokawa.kanagawa.jp

皆さんの傍聴をお待ちしています。

編
集
室
か
ら

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

清
川
村
議
会
で
は
、「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

村
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換

の
場
と
す
る
た
め
、
定
期
的

に
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
度
は
令
和
５
年
10
月
１

日（
日
）午
前
10
時
、
せ
せ
ら

ぎ
館
み
ど
り
ホ
ー
ル
に
て
第

４
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。

今
回
も
好
評
に
よ
り
「
議

会
カ
フ
ェ
方
式
」
を
取
り
入

れ
、
飲
み
物
を
嗜
み
な
が
ら

村
議
会
議
員
と
参
加
者
の
皆

さ
ま
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

意
見
交
換
な
ど
を
実
施
す
る

ほ
か
、
各
議
員
か
ら
活
動
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第4回 「議会報告会」
令和５年10月1日（日）開催します

村民生活・地域経済対策等の要望書を村長に提出

● �新型コロナウイルス感染症の収束の兆しは徐々に見え、今年5月に第５類へ移行されはしま
したが、未だに感染に苦しむ方は存在しており、また、エネルギーや食料品などの物価高
騰の影響が多大であるため、これに鑑み、議会としては５月１５日、次の項目について村長
に「村民生活及び地域経済対策等への支援継続についての要望書」（概要）を提出しました。

1	 医療提供体制の継続について
	 	 �引き続き、必要な人に適正な医療が提供できる体制の確保・自宅療養者等に対する支
援並びに相談体制（情報提供）の確保

2	 村民生活及び村内小規模事業者に対する独自支援の拡充について
	 	 �村民生活の現状を考慮し、国の支援策のみならず村独自の支援策を検討及び本年度
も地域経済応援対策等商品券発行事業を継続し、村民生活・村内小規模事業者への
支援拡充の実施

前回の議会報告会の様子

10
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